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はじめに

　化学は私たちの日常生活に必要不可欠な科学技術で
あり，日々の生活の中で多くの化学が目に触れていま
す。近年では環境問題への意識の高まりから，より環
境に配慮した技術やより豊かな社会を実現するための
革新的な技術開発が望まれています。
　これらの視点から第 15回 CSJ化学フェスタ「新規
テーマ」を企画しました。今回は，「ナノインプリン

ト」，「有機合成化学」，「新モダリティ」，「熱と化学」，
「環境配慮型材料」の 5つの企画を用意しています（図
1）。産学官から講師により多岐にわたる内容を講演し
ていただきます。

見どころ・聴きどころ

10月 22日午後【次世代のイノベーションを導くミク
ロの印章～ナノインプリントの最前線～】
　ナノインプリントは，ナノサイズの凹凸が刻まれた
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多様な視点からの5つの新規テーマを紹介
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図 1　新規テーマ企画のキーワード
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型を押し付けて（インプリント），対象物に微細パター
ンを形成する最先端技術です。本企画では，装置，用
途，材料の観点から俯瞰し，「未来を刻むナノの世界」
としてのナノインプリントについて，現状と未来を紹
介します。

10月 23日終日【できぬなら、作ってしまえ新反応！
新触媒！新技術！】
　理想の分子や材料を自在に作ることができるなら，
有機合成化学の分野から世界を変えることができるで
しょう。もし今の技術でできないのなら，新反応や新
触媒，あるいは新コンセプトを自ら作ってしまいま
しょう。これに挑む 12人の講師に，最先端の話題を講
演していただきます。

10月 23日午後【新モダリティが支える創薬と医療】
　モダリティ（modality）とは，治療手段の種別のこと
を指し，低分子医薬，抗体医薬，核酸医薬，細胞治療
がその代表例です。化学を基盤に開拓された新たなモ
ダリティは，創薬と医療の発展を可能にします。本企
画では，様々なアプローチで開発されている新モダリ
ティに関する最先端の研究成果を紹介します。

10月 24日午前【化学で熱を操れ！～断熱・蓄熱・熱
電変換の革新技術～】
　熱エネルギーは，自然界のみならず産業や日常生活
からも大量に排出されますが，制御が難しく再利用が
困難なエネルギーです。本企画では，断熱・蓄熱・熱
電変換などの分野で化学がどのように新技術を提供

し，熱エネルギーの効率的な利用を可能にするかにつ
いて解説します。

10月 24日午後【地球にやさしいポリマーの研究開発
最前線】
　SDGsをはじめとする，資源循環課題に適合した樹
脂の特性として，リサイクル性が注目されています。
また，気象問題や海洋保全・ごみ問題に関わる生分解
性も重要な項目となりつつあります。本企画では，こ
れら資源循環や環境と高分子の関わりについて，最新
の話題や取り組みを紹介します。

おわりに

　以上 5つの企画，いかがでしたか。より多くの企画
に興味をもっていただきご来場いただけますと大変う
れしく思います。本講演を通じて，新たな気づきにつ
ながることと思います。ぜひ皆様のご参加をお待ちし
ています。
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